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Ｊ
Ｓ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
受
賞
講
演

海
外
招
待
講
演国

内
招
待
講
演

一
般
講
演

◇食品の機能と健康を考える科学情報誌

A４判 １冊２，３８１円、年間購読２２，８５７円（税抜）
お問い合わせは０３-３２３８-７８９６
《月刊 フードスタイル》編集部まで
「FOOD STYLE２１」は、食品成分（素材）の生理機能や生活習慣病予防
に関する最新の研究を分かりやすく解説するとともに、その応用技術、開
発商品を積極的に紹介しています。また東洋医学や伝統的な民間療法につ
いても現代科学の眼で解明していき、より健全で快適な食生活の実現を志
向する食品産業の新分野を切り拓く科学情報誌です。

２０１８

１１
NOVEMBER

「
植
物
セ
ラ
ミ
ド
研
究
の
展

開
」
大
西
正
男
（
藤
女
子
大

学
人
間
生
活
学
部
）

帯
広
畜
産
大
学
で
長
き
に

渡
り
、
農
畜
産
物
や
食
品
関

連
微
生
物
（
麹
菌
、
キ
ノ

コ
、
酵
母
な

ど
）
に
含
ま
れ

る
脂
質
成
分
、

特
に
セ
ラ
ミ
ド

系
脂
質
（
ス
フ

ィ
ン
ゴ
脂
質
）

に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き

た
。セ

ラ
ミ
ド
は
１
㎎
／
日
の

摂
取
量
で
期
待
で
き
る
生
理

活
性
は
肌
へ
の
効
果
、
ま
た

大
量
摂
取
に
よ
り
発
現
す
る

生
理
作
用
は
脂
質
代
謝
改
善

効
果
や
脳
機
能
改
善
効
果
、

運
動
機
能
改
善
効
果
な
ど
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
安
価
な
動
物
や
菌
体

由
来
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
の
活

用
お
よ
び
臨
床
試
験
に
よ
る

健
康
機
能
の
検
証
を
行
い
、

ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
栄
養
学
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
す

る
。

セ
ラ
ミ
ド
研
究
会
（
会
長
：
五
十
嵐
靖
之
・
北
海
道
大
学
大
学
院
先
端
生
命
科
学
院
教
授
）
主
催
の
第
１１
回
学
術
集
会
は
１０
月
２５
、
２６
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
東
京
ユ
ビ
キ
タ
ス
協
創
広
場
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
で
開
催
さ
れ
た
。
グ
ル
コ
シ
ル
セ
ラ
ミ
ド
の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
利
用
や
海
洋
微
生
物
由

来
の
複
合
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
の
発
見
な
ど
興
味
深
い
講
演
が
相
次
ぎ
、
同
研
究
会
な
ら
で
は
の
各
講
演
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
熱
く
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
今
回
は
、
韓
国
若
手
研
究
者
の
ホ
ー
プ
で
あ
る
パ
ク
博
士
に
よ
る
海
外
招
待
講
演
お
よ
び
５
題
の
国
内
招
待
講
演
、
１４
題
の
一
般
講
演
の
ほ

か
、
大
西
正
男
藤
女
子
大
学
教
授
に
よ
る
第
１０
回
記
念
Ｊ
Ｓ
Ｃ
ア
ワ
ー
ド
受
賞
講
演
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
機
能
性
食
品
素
材
と
し
て
の
セ
ラ
ミ
ド

研
究
の
礎
を
築
い
て
き
た
第
一
人
者
。
講
演
は
植
物
セ
ラ
ミ
ド
研
究
の
展
開
を
概
説
す
る
と
と
も
に
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
栄
養
学
の
可
能
性
を
示
し
た
。

栄
え
あ
るYoung

Investigator
Award

に
は
枝
川
茉
生
氏
（
北
海
道
大
学
大
学
院
生
命
科
学
院
）
が
選
出
さ
れ
た
。
今
回
の
企
業
に
よ
る
発

表
は
２
題
。
五
十
嵐
会
長
は
「
『
オ
キ
シ
ー
ボ
』
が
あ
っ
て
こ
そ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
だ
っ
た
よ
う
に
、
基
礎
研
究
の
成
果
を
製
品
に
変
換
す
る
こ
と
な
し

に
は
、
社
会
の
役
に
立
た
な
い
。
製
品
化
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
大
変
さ
を
企
業
の
皆
さ
ん
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
研
究
会
は
企
業
と
研
究
者

が
討
論
で
き
る
数
少
な
い
拓
か
れ
た
場
で
す
」
と
呼
び
か
け
た
。
総
会
で
は
「
セ
ラ
ミ
ド
�
基
礎
と
応
用
�
」
第
二
版
の
来
年
発
刊
も
発
表
さ
れ
た
。

「
小
胞
体
ス
ト
レ
ス
に
よ
る

ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
生
合
成
の

調
節
」Tae-Sik

Park

（Gachon
Universit

y,Korea

）

小
胞
体
（ER

）
は
、
タ

ン
パ
ク
質
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
お
よ
び
輸
送
、
脂
質
合
成

お
よ
び
細
胞
性
カ
ル
シ
ウ
ム

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
た
め
の

細
胞
内
の
主
要
な
オ
ル
ガ
ネ

ラ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｒ
機
能
の
障

害
は
、
折
り
畳
ま
れ
て
い
な

い
タ
ン
パ
ク
質
応
答
（UP

R

）
の
活
性
化
を
も
た
ら

し
、
異
常
な
脂
質
生
合
成
お

よ
び
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の

亢
進
に
関
与
す
る
。
こ
の
研

究
で
は
、
我
々
は
、
ス
フ
ィ

ン
ゴ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
２
（S

phk2

）
お
よ
び
セ
リ
ン
パ

ル
ミ
ト
イ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ

ラ
ー
ゼ
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
２

（Sptlc2

）
の
転
写
が
、

異
な
るER

ス
ト
レ
ス
を
介

し
たUPR

経
路
に
よ
っ
て

調
節
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
調

査
し
た
。
肝
臓
に
お
け
る
ス

フ
ィ
ン
ゴ
シ
ン

キ
ナ
ー
ゼ
の
主

要
ア
イ
ソ
タ
イ

プ
で
あ
るSph

k2

は
、
活
性

化
転
写
因
子
４

（ATF4

）
の

活
性
化
に
よ
っ
て
遺
伝
子
発

現
が
上
昇
し
た
。
初
代
肝
細

胞
で
は
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

Sphk2

の
発
現
が
細
胞
内

ス
フ
ィ
ン
ゴ
シ
ン
１
�
リ
ン

酸
（
Ｓ
１
Ｐ
）
を
上
昇
さ

せ
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
の
リ
ン
酸
化
を

活
性
化
し
た
。
高
脂
肪
食
を

与
え
た
マ
ウ
ス
に
お
け
るS

phk2

の
肝
臓
ア
デ
ノ
ウ
イ

ル
ス
過
剰
発
現
は
Ｓ
１
Ｐ
の

上
昇
を
も
た
ら
し
、
脂
肪
酸

酸
化
遺
伝
子
の
上
昇
に
よ
る

脂
肪
滴
の
減
少
を
も
た
ら

し
、
肝
臓
に
お
け
る
脂
肪
酸

酸
化
の
増
加
を
も
た
ら
し

た
。
対
照
的
に
、
主
要
なS

PT

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る

Sptlc2

の
発
現
は
、
ス
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
さ
れ
た
形
態
の

Ｘ
ボ
ッ
ク
ス
結
合
タ
ン
パ
ク

質
１
（sXBP1

）
に
よ
っ

て
上
昇
し
た
。Sptlc1

は

セ
ラ
ミ
ド
レ
ベ
ル
に
影
響
を

与
え
な
か
っ
た
が
、Sptlc

2

の
過
剰
発
現
は
細
胞
内
セ

ラ
ミ
ド
お
よ
び
ジ
ヒ
ド
ロ
セ

ラ
ミ
ド
レ
ベ
ル
を
増
加
さ
せ

た
。
セ
ラ
ミ
ド
レ
ベ
ル
の
向

上
は
、Ser307

で
イ
ン
ス

リ
ン
受
容
体
基
質
１
（IRS
1

）
を
リ
ン
酸
化
し
、pAK
T

を
脱
リ
ン
酸
化
し
たc-Ju

n

活
性
化
キ
ナ
ー
ゼ
（JN

K

）
を
活
性
化
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
か
ら
、ER

ス
ト

レ
ス
がS1P

お
よ
び
セ
ラ

ミ
ド
のde

novo

合
成
を

調
節
し
て
、
異
な
る
Ｕ
Ｐ
Ｒ

経
路
の
活
性
化
に
依
存
す
る

肝
臓
イ
ン
ス
リ
ン
応
答
の
感

受
性
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を

実
証
し
た
（
和
訳
：
ダ
イ
セ

ル

向
井
克
之
氏
）
。

「
腸
内
細
菌
に
よ
る
グ
ル
コ

シ
ル
セ
ラ
ミ
ド
の
水
解
と
そ

の
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
利

用
」
浅
沼
成
人
（
明
治
大
学

農
学
部
）

グ
ル
コ
シ
ル
セ
ラ
ミ
ド

（GluCer

）
は
小
腸
で
分

解
さ
れ
に
く
く
、
か
な
り
の

部
分
が
糞
中
に
排
泄
さ
れ
る

が
、
腸
内
細
菌
の
利
用
に
よ

りGluCer

か
ら
セ
ラ

ミ
ド
へ
の
水
解
を
増
強

す
れ
ば
、
食
事
性Glu

Cer

の
生
理
効
果
が
さ

ら
に
高
ま
る
と
予
想
さ

れ
る
。GluCer

水
解

菌
は
、
動
物
の
糞
便
か
らB

lautia
glucerasei

とG
lucerabacter

canise
nsis

が
単
離
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、GluCer

ま

た
はGluCer

含
有
食
品
を

給
与
し
た
マ
ウ
ス
にG.can

isensis

を
経
口
投
与
し
た

と
こ
ろ
、GluCer

水
解
が

増
加
し
た
。
一
方
、
マ
ウ
ス

の
腸
内
細
菌
層
へ
の
影
響
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
セ
ラ
ミ
ド

濃
度
が
上
が
る
と
乳
酸
菌
の

生
成
が
上
昇
し
、
エ
ン
テ
ロ

コ
ッ
カ
ス
な
ど
の
病
原
性
菌

の
生
成
は
抑
制
さ
れ
る
な
ど

腸
内
が
ヘ
ル
シ
ー
な
方
向
と

な
っ
た
。
ま
た
、
大
腸
炎
マ

ウ
ス
にGluCer

ま
た
は
セ

ラ
ミ
ド
を
給
与
し
た
結
果
、

症
状
の
緩
和
、
体
重
増
加
が

認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

GluCer

水
解
菌
を
プ
ロ
バ

イ
オ
テ
ィ
ク
ス
利
用
な
ど
に

よ
り
腸
管
内
で
増
や
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
消
化
管
内
で

のGluCer

か
ら
の
セ
ラ
ミ

ド
産
生
を
増
加
さ
せ
、
食
事

性
Ｇ
ｌ
ｕ
Ｃ
ｅ
ｒ
の
生
理
効

果
の
増
大
が
期
待
で
き
る
。

「
ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
混
合
物

の
肌
の
た
る
み
に
対
す
る
作

用
に
つ
い
て
」
浅
田
尚
紀

（
小
林
製
薬
）

ヒ
ト
型
セ
ラ
ミ
ド
混
合
物

（HCm
ix

）
配
合
ク
リ
ー

ム
等
の
４
週
間
連
用
試
験
の

結
果
、
角
層
水
分
量
の
有
意

な
増
加
、
肌
の
キ
メ
・
た
る

み
の
ス
コ
ア
の
有
意
な
改
善

を
認
め
た
。HCm

ix

は
繊

維
芽
細
胞
に
お
け
る
イ
ン
テ

グ
リ
ン
、
フ
ィ
ブ
リ
リ
ン
�

１
の
発
現
促
進
を
介
し
て
細

胞
外
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
高

め
、
皮
膚
弾
力
・
た
る
み
の

改
善
寄
与
の
可
能
性
が
示
さ

れ
た
。

「
新
奇
複
合
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂

質
セ
ラ
ミ
ド
グ
リ
オ
キ
シ
ル

エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
の
発

見
」
石
橋
洋
平
（
九
大
院
農

生
命
機
能
）

Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
の
高
度
不
飽

和
脂
肪
酸
を
高
度
に
生
産
・

蓄
積
す
る
海
洋
性
有
用
微
生

物
で
あ
る
ラ
ビ
リ
ン
チ
ュ
ラ

類
か
ら
、
未
知
の
複
合
ス
フ

ィ
ン
ゴ
脂
質
Ａ
を
見
出
し

た
。
脂
質
Ａ
は
今
ま
で
に
報

告
例
の
な
い
親
水
性
頭
部
を

持
ち
、
ス
フ
ィ
ン
ゴ
リ
ン
脂

質
に
も
ス
フ
ィ
ン
ゴ
糖
脂
質

に
も
分
類
さ
れ
な
い
、
新
奇

複
合
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
「
セ

ラ
ミ
ド
グ
リ
オ
キ
シ
ル
エ
タ

ノ
ー
ル
ア
ミ
ン
」
で
あ
っ

た
。
今
後
は
、
こ
の
新
奇
脂

質
の
分
布
を
さ
ら
に
広
い
生

物
種
で
調
べ
る
と
と
も
に
、

ラ
ビ
ン
チ
ュ
ラ
類
に
お
け
る

生
合
成
経
路
お
よ
び
生
物
機

能
を
解
明
し
た
い
。

「
低
用
量
の
こ
ん
に
ゃ
く
セ

ラ
ミ
ド
摂
取
に
よ
る
肌
状
態

の
改
善
」
高
橋
香
織
（
北
海

道
大
学
大
学
院
先
端
生
命
科

学
研
究
院
、
ダ
イ
セ
ル
）

こ
ん
に
ゃ
く
芋
由
来
グ
ル

コ
シ
ル
セ
ラ
ミ
ド
（
こ
ん
に

ゃ
く
セ
ラ
ミ
ド
）
は
、
特
定

保
健
用
食
品
や
機
能
性
表
示

食
品
の
関
与
成
分
と
し
て
許

可
や
届
出
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
と
さ
れ
る
ヒ
ト
試

験
論
文
で

は
、
１
日

あ
た
り
１.８

㎎
を
含
む

食
品
を
１２

週
間
毎
日

摂
取
す
る

健
常
人
試

験
で
、
経

皮
水
分
蒸

散
量
が
改

善
さ
れ
る

こ
と
が
報

告
さ
れ
て

い
る
。
し

か
し
、
そ

れ
よ
り
も

低
用
量
で

の
Ｒ
Ｃ
Ｔ
試
験
に
つ
い
て
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
今
回
、
こ
ん
に
ゃ
く
セ
ラ

ミ
ド
を
１
日
０.６
㎎
も
し
く
は

１.２
㎎
を
摂
食
す
る
ヒ
ト
試
験

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

経
皮
水
分
蒸
散
量
の
差
分
値

が
０.６
㎎
摂
食
群
で
右
頬
と
右

肘
部
、
１.２
㎎
群
で
は
右
頬
部

と
上
背
部
、
右
足
背
部
で
プ

ラ
セ
ボ
群
に
対
し
て
有
意
に

改
善
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
も
１.２
㎎
群
で

「
肌
の
潤
い
」
と
「
肌
の
き

め
」
の
改
善
が
実
感
で
き
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

か
ら
、
こ
ん
に
ゃ
く
セ
ラ
ミ

ド
は
、
１
日
の
摂
食
量
が
０.６

㎎
、
１.２
㎎
の
低
用
量
で
も
肌

状
態
（
バ
リ
ア
機
能
や
保
湿

作
用
）
を
改
善
し
、
１.２
㎎
群

で
は
そ
の
効
果
を
実
感
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
経
口
摂
取
し
た
こ
ん

に
ゃ
く
セ
ラ
ミ
ド
が
吸
収
さ

れ
て
、
血
中
移
行
し
た
植
物

型
セ
ラ
ミ
ド
が
、
ケ
ラ
チ
ノ

サ
イ
ト
の
分
化
を
促
進
す
る

こ
と
が
、
そ
の
作
用
機
序
の

一
部
だ
と
わ
か
っ
た
。

�特集１ つまらない、もれない血管力
血管がヒトの健康維持に大事なことは誰もが知るところですが、目に見

えて体感しやすい皮膚や関節、あるいは特定の臓器などの健康維持やリス
クの話に比べると、汎用性がありすぎて世間的にはやや話題性に欠ける、
つまり“つまらない”面は否めませんでした。しかし近年の血管に関わる
数々の研究を通じて、血管の健康は、正常な血流や血圧、血糖にも影響す
ることからアンチエイジングの基本であることが認知されるようになって
きました。特に全身を巡る毛細血管やリンパ管については、老化に伴う漏
れや先細りが“ゴースト血管”として肌や骨、さらには脳の健康にも重大
な影響を与え得ることが一般にも知られるようになってきました。
今回の特集では、血管内皮中のＴｉｅ２（タイツー）活性に関わる研究
・素材についての寄稿と先に開催されたＴｉｅ２・リンパ・血管研究会の
学術集会レポートを掲載するほか、血管と脳疾患の関連、血管と骨の関連
にも焦点を当て、これらの関連が健康につながるエビデンスについても紹
介いたします。また、血球の変形能を健康に維持することで正常な血液循
環につながり、さらには冷え性対策、さらには、抗メタボにもなることか
ら、食品素材でこの血管・血流機能を上げるものについてのトレンドを探
ります。
いまやつまらない話ではない、“つ（詰）まらない血管”、“も（漏）
れない血管”をつくる『血管力』をいかに高めていくかについて、本特集
を通じてご考察頂ければ幸いです。

●Tie2受容体活性化原理に立脚したゴースト血管と老化性疾患の予防
…………………………………………髙倉伸幸／大阪大学微生物病研究所
●毛細血管と脳血管障害・認知症との関連
………………伊賀瀬道也／愛媛大学附属病院抗加齢・予防医療センター
●ナットウキナーゼによる血栓溶解ならびに疾病予防……須美洋行・矢
田貝智恵子／倉敷芸術科学大学、茶竹俊行・森本幸生／京都大学複合原
子力科学研究所、柳澤泰任／千葉科学大学薬学部、満尾正／満尾クリニ
ック、井上浩義／慶応義塾大学医学部、丸山眞杉／宮崎大学医学部
●味噌による血圧上昇抑制効果について…宮坂勇一郎／神州一味噌㈱
●黒ショウガエキスの血流改善作用……………下田博司／オリザ油化㈱
●糖転移ヘスペリジンの血流・体温維持による冷え対策…荻原沙緒理／
㈱林原
●豚由来高分子エラスチンによる血管硬化予防…岡元孝二／㈱バイタル
リソース応用研究所
●Ｔｉｅ２活性化作用が認められる植物素材の骨への影響…大戸信明、
川嶋善仁／丸善製薬㈱
●Ｔｉｅ２・リンパ・血管研究会第４回学術集会「ゴースト血管とアン
チエイジング」開催報告………………………………………………編集部
●特集関連の最新情報…………………………………………………編集部
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五十嵐靖之会長

大西正男教授

Tae-Sik Park博士

五十嵐教授と枝川茉生氏（右）

浅沼成人准教授
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